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最後に、第 5 章では、第 1 章で導入した ID フレームワークを用いて本研究を振り返り、結論と
して本授業プログラムの設計概念と開発プロセスをモデル化した。先ず、設計概念モデ、ルでは、










主査および副査により論文の内容を確認するとともに、平成 21 年 4 月 27 日に、大学院教育情

















3) 非継続的授業プログラムや、また、 e ラーニングや遠隔授業においてしばしば問題となる
学習者同士や学習者と教員間でのコミュニケーションの不活性化による学習意欲の低下を
解決するために、コミュニティが果たす機能に着目し、情報技術を活用した学習支援 BBS
の導入による継続的なコミュニケーションの確保と、相互コミュニケーションによるアク
ティブラーニングの代表的な手法の 1 つであるジグソー学習を事後学習に導入した新しい
授業プログラム形式である、コミュニティ拡充版 3 段階ブレンド型授業プログラムを提案
し、これを実施することで、提案学習プログラムの魅力の向上を定量的かっ定性的に評価
し、明らかにしている。
4) 以上の実践結果を通じて開発した高大連携授業プログラムをインストラクショナルデ、ザイ
ン理論の枠組みから分析し、大型実験装置を学習テーマとした高大連携授業の設計概念モ
デルおよび開発プロセスモデ、ルを明らかにするとともに、これに基づき、実施した連携授
業を例とした授業プログラムの開発プロセスおよびその内容を詳細に明らかにし、効果、
効率、魅力を高める高大連携授業プログラムの具体的な開発手法を明らかにしている。
以上の結果は、本論文が提案する大型実験装置を学習テーマとした高大連携授業プログラムの
有用性を示すものであり、特に、 4 回の実践を通じてプログラムの詳細とその効果を明らかにして
いる点は、本研究の信頼性を示すものであり、大いに評価できるといえる。また、本論文により
明らかにした授業プログラムの設計概念モデルや開発プロセスモデルは、今回使用した大型実験
装置を学習テーマとした高大連携授業のみならず、他の大型実験装置を利用した連携教育や異な
る実験による連携教育にも参照となることが十分予想され、その新規性、有用性とも高く、今後
の理科学分野における新しい連携教育手法を提案するものと判断でき、本研究の今後の発展が期
待される。よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と判断される。
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